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北広島町内の観光施設・景観資源へのアクセスは車での移動が基本であり、拠点間を歩いて回ることはまずありえない。
そのため、町内回遊性を高め円滑な誘導を確立するためには、拠点間の案内誘導を基本から見直していくことが効果的と
考えられる。（下図：ドライバー系サインの範囲を参照）
本計画では、過年度策定した北広島町サイン計画で定めたサイン分類に加え、道路標識令で定められたいわゆる道路案内
標識に表記する誘導先等についても、広島県が進める「公共サイン再編整備事業」との調整を図ることとする。それととも
に、町内で取り組まれている様々な地域づくりと連携しながら、サイン整備重点地区を定め、サインとともに景観を設え、  
「北広島町らしさ」を構築していくための新しいサインシステムを定義する。

1.北広島町のサインの全体像
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主要な交差点など道路標識以外に設置する、
雰囲気作りにも寄与する誘導サイン

誘導サインなどとセットでその場所の字名を訴求する。
字は田園景観を構成するものとして重要な要素

観光拠点などに設置する町内を案内するサイン

エリア内を回遊するための誘導案内サイン

観光資源を説明するサイン

※誘導方針は過年度策定計画に記載

旧町境界などエリアが変わることを伝えるためのサイン
（景観上の設えを含む）

交差点案内（108系）
経路案内（106系）

著名地点案内（114系）
道路名サイン … 町内回遊の主要道
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■北広島町サイン整備実施計画 ― サインシステム

表記内容について
広島県と協議

※公共サイン全般を本計画の対象範囲とする
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参考）H24年度策定 北広島町サイン計画におけるサインシステム
（過年度策定計画より抜粋）
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総合案内サイン

誘導サイン

地域名サイン

施設サイン

交差点等

施設・拠点

北広島町の全体像や主要ルートを案内

旧4町単位での案内

国土交通結節点（高速道路出入口）

地域交通結節点

主要交差点

旧4町単位での誘導サイン

町外の主要交差点

北広島町のエントランス

道路名サイン

地域名サイン

大字名サイン

道の駅等（道の駅等）

観光拠点（温泉／名勝／八幡高原など）

行政施設（北広島町役場／支所）

説明サイン（名所や文化財などの説明）

一里塚サイン
（観光拠点までを一定ピッチで案内）

公共サイン

民間等サイン

宣伝サイン、啓発サインなど

■北広島町サイン整備実施計画と過年度策定した北広島町サイン計画との相違点
過年度策定の計画では主要道・準主要道上にある主な交差点を設定し、サインの整備方針ならびにその場所の修景を考え
るというのが基本であった。サイン整備実施計画では円滑な誘導の達成を基本として考えるとともに「観光」および「北広
島町らしさ」をどうつくっていくかという視点を加える。
またそれぞれに記載される情報等の基準も定め、整備に向けた具体的な考え方を定めるものである。
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本計画においては、公共のサインについてその設置に関する原則を設定するものであるが、具体的にどこに設置されるど
のようなサインであるか、以下の図に示す。
計画対象サインとなるのは以下の図の点線の範囲内に設置するサインであり、民間サイン以外のその全てを対象とする。
民間サインについては過年度策定した北広島町サイン計画（H24）において誘導方針を定めているが、本計画の第 2章を参
考にしながら、町全体で美しい田園風景とさとやま景観の創出に向けて意識の共有を図っていくことが重要である。
なお、公共施設内に施設管理者が設置するサインについては、本計画と連携し、連続性、統一性を図ることとする。

■計画の適用範囲のイメージ

1-2.計画の適用範囲

設置年月日 2013.4.1　設置者 北広島町

Shijihara
志路原

It is Kaioji in Kitahiroshima-cho Shijihara here.
ここは北広島町豊平志路原です

わさ～る産直館
Wasaru Sanchoku-kan Market 0.0km

移原
国道186号
細見
広域農道

ここは芸北エリア
Here is Geihoku Area

※大字名サインの例
108系標識

地域名サイン

公共空間（車道・歩道）

公有地 民地

114系標識

境界サイン

各種所在サイン

誘導サイン

解説サイン

案内サイン

北
広
島
町
大
朝

ROUTE
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2. 対象エリア・主要案内路線

2-1.北広島町の構成と計画対象エリアについて

景観のまとまり

眺望ポイント

八幡地区
八幡高原

聖湖

芸北高原

豊平丘陵

大朝・八重盆地

千代田IC

大朝IC

加計スマートIC

戸河内IC

広島北IC

江の川

太田川

臥竜山

雲月山

龍頭山

海見山

寒曳山

掛頭山

分
水
嶺

仙水湖

大佐山

阿佐山

標高750m

標高790m

標高685m

標高380m

標高
270m

標高405m

本計画が定める内容については北広島町全域を対象とする。
過年度策定計画の第Ⅰ部基本構想にある通り、旧 4町のエリアごとの特性に加え、特に旧芸北町エリアには八幡高原や聖
湖を有する魅力的なエリア「八幡地区」があり、観光などの面からも積極的に誘導していきたいエリアといえる。
本計画においても「北広島町らしさ」づくりを進めるうえで重要なエリアとして位置づける。

■地域景観の現況
（過年度策定計画より抜粋）

八幡高原

聖湖
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2-2.主要案内路線の定義 ―広島県広域計画との関係について― 

主要な誘導経路（重点的にサインを整備していくルート）については過年度策定計画の第Ⅰ部基本構想にある通り、千代田
・大朝・戸河内・広島北の 4つの高速 ICからのアクセスと、町内回遊性を考慮した 3本のルートを基本とする。
H26 現在開通している広域農道は細見～溝口間だけである。また、広域農道の溝口側への経路においては道路標識などの
整備がされていない現状もあり、新しく道路標識を設置するなどの積極的な整備をしていく必要がある。
なお、広島県が進める「公共サイン再編整備事業」が示す回遊ルートが町内に設定されており、今後、広島県がサイン整備を
進める箇所ごとに協議をしていく必要がある。基本的に広島県が整備を進めるのは 114 系道路案内標識であることから、
表示内容等については本計画で示すものに準拠していただくこととする。

■広域農道開通前における町内回遊のための主要道：主要案内路線
■広島県による公共サイン再編整備事業で設定されている回遊ルート

大朝IC

加計スマートIC

戸河内IC

広島北IC

大朝

千代田

芸北

八幡地区

建設中区間建設中区間

建設中区間建設中区間豊平

191

186

186

186

261

町内回遊のための主要道
主要案内路線

広島県が設定している
回遊ルート


